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忠康

猫を用い，橋脳吻側部の電気刺激によって強力な跨脱収縮運動が発現することを確認すると共に， 乙の

信i域より吻側並びに尾側に向つての線維連絡を追求した。

〔一般実験方法〕

体m: 3kg 前後の猫を用い， ether 吸入乃至 pentothal sodium 腹腔内又は静脈内浅麻酔の下に下腹部正

中切聞を加えて尿道より nelaton -catheter を柿入後勝目光内に生理的食塩水を注入し，之を tambour に接

続，描J己盃を介して煤紙上に内圧の変動を記録した。 刺激には尖端のみを露出したエナメノレ絶縁による径

約 80μ の鋼線単極電極を用い，之を陰栢となし，手術創に接着した銅板を陽柘とし， 刺激装置には日本

光電製 MSIA 型を使用し，橋脳吻側部に矩形波電気刺激を行ない， 刺激前後の爪茅 10cm 水柱以上の上

昇を認めた場合，之を反応陽性例と見倣した。

〔実験成績〕

1 予備実験

刺激条件として周波数，持続時間及び電圧等を変化させて刺激効果を吟味した口即ち橋脳以外の脳î;今に

於て JJ別光反応を得る為 lと烹J@刺激条件として従来教室で用いられて来た 50CjS， 10msec, 2Volt 電圧の条

件をこの部においても再検討し，烹適条件として 50CjS， 10msec, 0.5-2.0 Volt 電圧を得た。

2 急性実験

狛48匹を使用し，後頭開頭を行ない小脳引除後， 下日:尼側端より延髄に至る第 4 脳室底を露出して橋脳

に at random に刺激針を刺入，電気刺激を行ない，腸脱運動の促進を認めた場合は，之の部位を 3 Volt, 

10 sec 問直流にて焼灼し，損傷部位を合めた脳幹を八代又は Weigert 髄鞘染色法にて染色， 1[1傷部位を

検索した c その結果反応陽性点は下丘尾側端の高さから三文神経運動核尾側部の高さ迄の橋脳吻側部に於
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て，被蓋背外側部特 lと結合腕の腹内側の網様織中に密集して存在する乙とを知った。との部位は略々 Bar­

rington の慢性破壊実験で指摘した領域に一致する。

3 慢性実験

猫10匹を使用し，後頭関頭を行ない後頭葉を前外方に圧排し，骨性天幕に小孔を穿ち， free hand !乙て

予め計測した深さまで刺激針を橋脳吻側部に刺入電気刺激を行ない，肪脱収縮反応を確認したる後， 乙の

部伎に焼灼を加えて 2 乃至 4 週間生存させ反応点よりの線維連絡を Marchi 法によって検索した。橋脳吻

側部 lと於ける腸脱運動促進領域からの下行性線維は，結合腕の腹内側部に発し，網様織を下行し， 延髄に

於て主として同側一部対側の網様織外側核の背側に終末し， 更に一部は脊髄の前索及び側索を下行して腰

仙髄の灰白質に終る。一方，上行性線維は同側の被蓋網様織の背外側を上行し，中脳被蓋に於ては Forel

被蓋東に一致した位置を占め，中脳勝脱運動促進野に連絡を送り，視床尾側部に於て腹側核 (v. a. Winkｭ

ler) 及び一部中心灰白質迄追跡出来た口

4 切哉実験

橋脳腸脱運動促進領域において反応を得た後， 上丘・下丘聞にて全切哉を加えたが切哉後の反応に著変

は無い。次に損傷側の柏々尾側に対側半切哉を行なったがこの場合にも反応に殆ど変化を認めない口更に

稿、々尾側で同側脳幹の内側部に切載を加えたが， 乙の切哉後も同一部位を同一条件で刺激すると十分な反

応を得る事が出来る。叉別の例において， 損傷側の柏、々尾側にて同側半切哉を行うと反応は著しく低下す

るが多少残る。更に稿、々尾側で対側脳幹に内側切裁を加えても反応の消失は無いが， 外側部 l乙切哉を加え

ると消失する。即ち Barrington 中枢よりの遠心性 impulse は橋被蓋に於て主として同側性に，一部は対

側性に下行するが，両側共に夫々その外側半を通るものと考える事が出来る。 との結果は上述の慢性実験

における下行性線維の走行よりすれば当然である。

〔結論7

Barrington が指摘せる如き猫の橋脳に於ける排尿運動中枢は細い電極を以てする刺激実験からも証明出

来る。この領域よりの下行性線維の大部分は，両側性に脳幹網様織の腹外側部を下行し， 延髄の跨脱収縮

並びに弛緩中枢に連絡を送るが， 一部は外側網様織脊髄路の形成に関与して， 直接に腰仙髄まで下行す

る。一方 Barrington の記載した領域より上行し， Forel 被蓋束を形成しつつ， 中脳腸脱運動領域に連絡

を送り，更に視床腹側核並び、に中脳中心灰白質に終る線維束を証明出来る口

論文の審査結果の要旨

Barrington は，猫を用うる慢性破壊実験によって，吻側橋脳の背外側網様織中の限局した部位が完全な

排尿の遂行に不可欠である乙とを証明した口

著者は同じくまず猫を用い，この部の電気刺激が強力な跨脱収縮を来すととを確認した後， この部 l乙限

局性担傷を作った猫を 2-3 週間生存せしめ， Marchi検索 lとよりこの領域よりの下行性並び、に上行性線維

連絡を追跡した。同部よりは，脳幹網様織の腹外側を両側性に下行し， 延髄の勝脱収縮中枢並びに弛絞中

枢に強力なる連絡を送りたる後，外側網様織脊髄路の形成に関与しつつ， 腰仙髄まで下行する線維束が出
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るととを明らかにし，一方向部よりの上行性線維は，中脳の Forel の被蓋束の構成に与り，中脳跨JN;運動

領域に連絡し，更に中心灰白質並びに視床腹側核まで達することを証明した。

上述の研究は，排尿反射の機構の解明に前人未踏の業績を挙げ得たものと考える。
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